
はは 加曽利貝塚博物館は1966年に開館し、今年で60周年です。これか
らも縄文文化と貝塚の究明、自然と調和･共存する持続可能な未来を
探る史跡を目指し、2030年度にリニューアルオープンする予定です。
問加曽利貝塚博物館 ☎231-0129 FAXFAX231-4986

約2,000年にわたり人々が暮らした日本最大級の貝塚、「加曽利貝塚」。その価値や縄文時代
の暮らしを学ぶことができるのが加曽利貝塚博物館です。発掘当時の姿を残す貝層断面観覧施
設や住居跡群観覧施設、復元住居などがあり、縄文の歴史を体感しながら学べます。

加曽利貝塚は都市開発によって消滅の危機に直面してい
ました。加曽利貝塚の保存のために当時の県立千葉高校の
教諭・武田宗久さんが、発掘調査を実施し、遺跡の重要性や
魅力を全国にアピールしました。保存運動の成果が実り、
1966年に加曽利貝塚博物館が完成しました。

加曽利貝塚の魅力や重要性を
発信するため、「かそりーぬ」が
加曽利貝塚PR大使に任命され
ました。

10月13日に貝塚として初めて国の
特別史跡に指定されました。特別史跡
とは、文化財保護法で指定された史跡
のうち、国宝
と同格の最高
ランクに位置
付けられたも
のです。

東京帝国大学によるE地点･B地点の発掘調
査が行われてから、100周年を迎えました。
これを記念して、記念式典
や特別展、かそりーぬがデ
ザインされたオリジナルナ
ンバープレートの配布など
を行いました（受け付けは
終了しました）。

新博物館は、現博物館から見て坂月川
の対岸に建設します。2030年度の開館
を目指し、今年度設計を開始しました。
360度映像
で縄文時代
を体感でき
る展示にな
る予定です。

加曽利貝塚博物館
開館60周年パネル展
日　　程　10月20日㈫～
　　　　　11月29日㈰
会　　場　�加曽利貝塚博物館ミニ

企画展示スペース
内　　容　�加曽利貝塚博物館の歩

みを紹介

加曽利B式展（県南部編）
日　　程　10月20日㈫～来年2月28日㈰
会　　場　�加曽利貝塚博物館企画展示スペ

ース
内　　容　�洗練された模様と美しい曲線模

様が際立つ「縄文の美」を象徴
する加曽利B式土器を中心に展
示

縄文秋まつり
日　　時　�10月24日㈯･25日㈰
　　　　　10：00～15：00
会　　場　�加曽利貝塚博物館･加曽利貝

塚縄文遺跡公園
内　　容　�縄文体験学習、史跡ガイド、

縄文グッズの販売、かそりー
ぬとの記念撮影など
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